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報告事項カ

「震災の記憶を語り継ぐ～鳥取大震災をふりかえって～」の開催結果について

「震災の記憶を語り継ぐ～鳥取大震災をふりかえって～」の開催結果について、別紙の

とおり報告します。

平成２４年２月９日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



「震災の記憶を語り継ぐ～鳥取大震災をふりかえって～」の開催結果について

図 書 館

１ 目的

平成２３年３月１１日の東日本大震災の被害の状況は想像を絶するものがあったが、

中には、幾度も津波被害を受けてきたという地域の記憶が、より早い避難を可能とした

事例も見られた。

鳥取県でも、平成１２年１０月６日に西部地震があったのは記憶に新しい。一方、昭

和１８年９月１０日に起こった「鳥取大震災」については、活字化された資料も限られ

ており、また、年月が経ち、その記憶を持つ人々も少なくなってきている。

地域の記憶を伝えることは、図書館の役割の一つである。「鳥取大震災」について、現

段階での記憶として集め、将来へ伝える材料として残すために、「震災の記憶を語り継ぐ」

を開催した。

２ 第１回の概要

（１）日 時 平成２３年９月１０日（土）午後２時～３時３０分

（２）会 場 鳥取県立図書館 研修室

（３）参加者数 ２５名

（４）内 容

①基調講演「震災の記憶を語る」

講師：篠村昭二氏（鳥取社会福祉専門学校講師、教育研究者。昭和２年生、平成２３年

１２月没。）

〈講演内容〉

当時、師範学校の学生であった氏の体験を語っていただいた。揺れている時の壁や天

井の様子、グラウンドでは地面の亀裂から水が噴出し、空には発光現象があったこと、

倒壊した病院や女学校の寮で救援活動をしたこと、等を話していただいた。また、詩人・

石垣りんの言葉「死者の記憶が遠ざかれば遠ざかるほど、我々に死が接近するんだ」を

引用し、このように記憶を伝えていくことが大事である、とも語っていただいた。

②【座談】語り合う震災の記憶

○進行まとめ役：篠村昭二氏

○参加者にそれぞれの記憶を語っていただいた。

・８２歳男性 当時は第一中学の二年生 片原の自宅での体験

・８１歳男性 当時は第二中学の一年生 中町の下宿での体験

・８６歳女性 震災後に京城より帰郷 若桜街道沿いの被害状況について

・男性 当時は学生 気高町の瑞穂での体験

・８５歳男性 救援活動や復興の様子などについて
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３ 第２回の概要

（１）日 時 平成２４年１月２９日（日）午前１０時３０分～正午

（２）会 場 鳥取県立図書館 研修室

（３）参加者数 ４０名

（４）内 容

①第１回目の概要報告 図書館職員による報告

②【座談】語り合う震災の記憶

○進行：図書館職員

○参加者にそれぞれの記憶を語っていただいた。全部で８名の方。

○文書で体験を送ってきてくださった方も２名。

４ 成果と今後の課題

第１回参加者の芦村登志雄氏より、「今後、図書館で活用していただきたい」と自著『鳥

取の災害』に使用した貴重な写真のプリントを寄贈していただいた。（５２葉）

また、当日参加できなかった方々からも電話や文書で、当時の情報や体験者を紹介して

いただくなど、かなりの反響があった。

今後は、今回記録した音声資料を図書館資料として保存し、現在あるいは将来の利用者

に提供していきたい。

また、機会を設けてさらに多くの事例を集めることも検討したい。

〈 １月２９日の写真 〉
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